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 要  旨 
低ドロップアウトレギュレータ(LDO)は電源管理システムの中、不可欠なモジュールである。近年、
SoC を設計するに従って、キャパシタフレーLDO についての研究が盛んに行っている。従来のオフチッ
プのコンデンサで補償される LDO と比べ、キャパシタフリーLDO は省面積、低コスト、更に負荷変動に
小さい影響が及ぼされ、優位な負荷安定度が望まれる。一方、高周波数の送受信回路を有する携帯電
話などの通信機器に応用される場合、低駆動電圧、低消費電流においての電源ラインの高リップル除
去率（PSRR）が望ましい。 
ループゲーンの利得と帯域幅の上昇によってリップルの除去に有用であるといくつかの技術がある
[1]-[2]。しかし、高PSRRが安定性、消費電力、回路規模などの特性とトレードオフしなければならな
いといった問題点が抱えている。先行研究[1] において、負荷電流をセンスしてバイアス電流に導入
し、帯域幅を広げ高PSRR の回路構成を提案しているが、最大負荷電流100mA 時では消費電流は680A に
も上昇し、低消費電力には向いていない。先行研究[2] において、負荷電流をセンスしてミラー補償
コンデンサと直列する可変抵抗を制御し、左半面の零点を作り出し、帯域幅を広げ高PSRR の回路構成
を提案しているが、線形領域でバイアスされているトランジスタを可変抵抗として用いるため実用性
が乏しい。 
本研究では、各特性のトレードオフを避け、より簡単な回路構造で駆動電圧、消費電流とリップル
雑音を低減させ、高性能のキャパシタフリーLDO を提案することを目指す。前置レギュレータを加え
た弱反転層において動作される基準電圧源、Q因子補償コンデンサとバッファを直列する回路を導入し
たエラーアンプ、及びトリミングなど子回路を設計する。更にそれらの回路を用い、出力電圧１V、負
荷電流 10uA-100mA のキャパシタフリーLDO を作り出す。ROHM 0.18um CMOS プロセスによるシミュレー
ション結果により、PSRR は 78dB＠DC-2kHz、70dB@10kHz, 40dB@100kHz、消費電流は 206.3uA であるこ
とが確認できた。同じプロセスで提案回路のコアー部分をレイアウトして試作品を作り、実験を行っ
た。小面積の回路で、消費電力を抑えながら十分な安定性とリップル除去率を得ることが確認できた。 
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